
ごあいさつ

　皆様には日頃より、格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。

　2015年度期初の景況は、円安を背景に輸出を中心とした企業業績が大きく

改善したことから、雇用・所得環境が改善し、「緩やかな回復基調」が続いていま

したが、海外経済とりわけ中国・アジア新興国経済の減速により円高・原油安に

転じました。これまでも日本銀行は、国内景気回復策として、金融の「量的・質

的緩和」政策を継続しておりました。さらに、2016年1月には、追加的な金融緩

和措置として、初めて「マイナス金利」政策を決定しました。

　2016年度は、長期金利がマイナスという、過去に経験のない経済・金融環境下での厳しい事業運営となること

が予想されます。しかし、そのような中にあっても、第5期中期計画の最終年度として、「創立15周年記念キャンペー

ン」を展開する中で、「改革と協働」の具現化を成し遂げてまいります。そのためにも、労働者福祉団体、会員・推

進機構、退職者組織等の方々とともに、労働者自主福祉の向上のための「ろうきん運動」を発展させてまいります。

　北陸労働金庫は今年10月1日に創立15周年の節目を迎えます。これまで15年間にわたる皆様方のご協力に感

謝の意を表しますとともに、諸先輩方が総力を挙げて築き育てた『ろうきん』を、次の世代へさらに飛躍させるた

め取り組んでまいります。

　また、ご利用をいただいている方々に、良質で、安心して利用できる商品・サービスをご提供するとともに、事務

の効率化・集中化と徹底した経費の削減、そして新たな店舗政策・自動機政策などのインフラ整備・見直しを進

めてまいります。さらに、金融専門知識を有した「人財」の育成を行うとともに、コンプライアンス意識の醸成、リ

スク管理体制の高度化、内部管理体制の強化を図り、これまで以上に信頼される金融機関となるよう取り組んで

まいります。

　皆様方には、今後ともご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

名 称 : 北陸労働金庫
所 在 地 : 石川県金沢市芳斉2－15－18
設 立 : 1954年5月1日

（2001年10月1日合併し、北陸労働金庫発足）

常勤役職員数 : 530人
店 舗 数 : 31店舗（富山10、石川12、福井9）
事 業 内 容 : 労働金庫法に基づく預金、融資、為替、

国債・投信販売など金融業務全般

出 資 金 : 40億56百万円
団 体 会 員 数 : 1,953会員
間接構成員数 : 361,368人
預 金 残 高 : 7,161億99百万円
貸 出 金 残 高 : 4,025億39百万円
自己資本比率 : 単体10.56%　連結10.59%
関 連 子 会 社 :（株）北陸労金サービス

金 庫 数 : 13金庫
店 鋪 数 : 639店鋪
常勤役職員数 : 10,681人
会 員 数 : 150,227会員

（うち団体会員数53,906会員）

間接構成員数 : 10,465,995人
出 資 金 : 958億円
預 金 残 高 : 18兆7,912億円
貸 出 金 残 高 : 11兆9,576億円
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理事長  馬 場 修 一


